
2012
March
vo l .167３

JAみやぎ仙南広報誌

特
集
　平
成
24
年
度

　
　

 

基
本
方
針︵
案
︶・
事
業
方
針︵
案
︶

表紙：サイネリア



03

行
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に
飼
育
と
飼
料

栽
培
・
管
理
が
重
な
る
時
期
に
は
家
族

内
で
役
割
分
担
を
行
い
、
牛
に
ス
ト
レ

ス
を
与
え
な
い
よ
う
迅
速
に
作
業
し
、

「
美
味
し
い
牛
乳
を
消
費
者
に
届
け
た

い
！
」
こ
の
気
持
ち
を
大
切
に
、
牛
乳

を
飲
ん
で
い
た
だ
く
消
費
者
の
皆
さ
ん

に
こ
だ
わ
り
の
味
を
味
わ
っ
て
も
ら
い

た
い
と
常
日
頃
考
え
て
お
り
ま
す
。

依
然
と
し
て
農
業
情
勢
は
厳
し
い
で

す
が
、
今
後
は
次
世
代
に
繋
げ
て
い
け

る
よ
う
に
よ
り
一
層
仕
事
に
励
み
、
こ

れ
か
ら
も
地
元
の
畜
産
を
守
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
息
子
達
次
世
代
に
技
術
を

伝
え
て
い
く
と
共
に
、
食
料
自
給
率
が

低
下
し
て
い
く
中
で
、
地
元
の
美
味
し

い
牛
乳
を
町
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
、
地
産
地

消
の
推
進
な
ど
に
も
取
り
組
め
た
ら
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

木
き

村
むら

幸
ゆき

雄
お

さん

わたしたちのJA
平成24年１月末日現在

理事会・監事会だより
第12回理事会　平成24年1月23日㈪
議事
・職制規程の一部変更について
・個人情報保護方針・個人情報取扱規程の改正に
ついて

・正組合員資格の特例にかかる定款規定について
・社団法人宮城県畜産物価格安定基金協会の解散
による出資金の返還について

・平成24年度基本方針（案）・事業方針（案）の
設定について（総代会提出議案）

・平成24年度経営基準（案）の設定について
・固定資産の取得について
・役員賠償責任保険の継続加入について
・原発事故農畜産物被害対策つなぎ資金（プロ
パー）の貸付について

・利益相反契約の締結について
・総合ポイント制度導入時期の変更について
第12回監事会　平成24年1月23日㈪
議事
・平成23年度外部確認監査の実施について

正組合員数	 20,702人	 戸数	 15,516戸

准組合員数	 10,792人	 戸数	 8,833戸

合　　　計	 31,494人	 戸数	 24,349戸

職　員　数	 416人（准職員含む）

出　資　金	 44億	 1,389万円

貯　　　金	 1,160億	 2,658万円

貸　出　金	 325億	 2,732万円

販売品販売高	 48億	 3,435万円

購買品供給高	 34億	 5,493万円

長期共済保有高	 8,177億	 1,556万円
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我
が
家
で
は
、
主
に
搾
乳
牛
35
頭
、

育
成
牛
25
頭
、
飼
料
用
に
牧
草
8
㌶
、

デ
ン
ト
コ
ー
ン
3
㌶
の
飼
育
や
栽
培
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
毎
日
の
搾
乳
や
飼

育
は
も
ち
ろ
ん
、
飼
料
栽
培
が
最
盛
期

と
な
る
夏
場
前
後
に
は
、
家
族
総
出
で

作
業
に
取
り
組
み
忙
し
い
日
々
を
過
ご

し
て
お
り
ま
す
。

牛
舎
で
は
、
毎
日
約
７
５
０
㍑
の
牛

乳
を
搾
乳
す
る
た
め
、
専
用
機
器
を
用

い
て
作
業
を
行
っ
て
い
る
他
、
サ
イ
ロ

に
て
サ
イ
レ
ー
ジ
し
た
牧
草
や
デ
ン
ト

コ
ー
ン
、
配
合
飼
料
な
ど
を
一
日
三
食

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
上
で
牛
に
与

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
作
業
に
取
り
組
む
傍
ら
で
、

牛
一
頭
一
頭
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
も
欠
か

さ
ず
に
行
っ
て
お
り
、
牛
舎
内
も
病
気

な
ど
を
未
然
防
止
す
る
よ
う
衛
生
管
理

に
も
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。
牛
が
良
い

健
康
状
態
で
た
く
さ
ん
の
牛
乳
を
出
し

て
く
れ
る
よ
う
愛
情
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

今
で
は
、
息
子
を
中
心
に
仕
事
を

農
に
生
き
る

こ
だ
わ
り
の
味
を
消
費
者
に

木き

村む

ら

　
幸ゆ

き

雄お 

さ
ん

川
崎
町
川
内
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牡牛座	4.20-5.20
【全体運】�習い事を始めたり、新しい趣味を持ったりして。発想力が豊かになるはず。読書やネットサーフィンも刺

激に
【健康運】アクティブに動けば、さらに元気倍増！　【幸運を呼ぶ食べ物】キャベツ

営
農
経
済
部

１
．�

環
境
保
全
米
（
こ
だ
わ
り
米
、
ふ
る

さ
と
米
）、
指
定
栽
培
米
「
ま
な
む
す

め
」
の
推
進

２
．�

24
年
産
米
上
位
等
級
確
保
対
策
の
徹

底

３
．�

消
費
者
に
信
頼
さ
れ
る
「
Ｊ
Ａ
み
や

ぎ
仙
南
ブ
ラ
ン
ド
」
の
構
築

４
．�

セ
シ
ウ
ム
吸
収
抑
制
対
策
の
整
備
と

実
践

５
．�

原
発
事
故
被
害
損
害
賠
償
請
求
の
取

り
組
み
強
化

６
．�

園
芸
販
売
重
点
市
場
へ
の
周
年
供
給

体
制
確
立
に
よ
る
有
利
販
売
実
現

７
．�

め
ぐ
み
野
ブ
ラ
ン
ド
普
及
に
よ
る
み

や
ぎ
生
協
産
消
直
結
活
動
の
新
た
な

展
開

８
．�

優
良
繁
殖
雌
牛
導
入
、
優
良
雌
子
牛

管
内
保
留
及
び
茂
洋
効
果
を
活
か
す

「
仙
台
牛
」
生
産
拡
大

９
．�

予
約
率
向
上
と
流
通
改
革
推
進
に
よ

る
更
な
る
メ
リ
ッ
ト
還
元
実
施

10
．�

栽
培
履
歴
記
帳
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
り
組

み
な
ど
安
全
・
安
心
チ
ェ
ッ
ク
の
更

な
る
充
実

農
業
振
興
対
策
室

１
．�

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
へ
の
加

入
促
進
（
受
付
事
務
統
一
・
事
務
の

迅
速
化
）

２
．�

地
域
間
調
整
等
を
取
り
入
れ
た
米
の

需
給
調
整
の
取
り
組
み

３
．
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
の
展
開

４
．�

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
断
固
阻
止
運
動
の

展
開

５
．�

担
い
手
渉
外（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）活
動
の
再
整
備

組
合
員
・
利
用
者
お
よ
び
地
域
住
民
と
の

つ
な
が
り
を
強
化
し
事
業
基
盤
の
維
持
・
拡

大
お
よ
び
他
業
態
に
勝
る
利
用
者
満
足
度
と

信
頼
を
得
ら
れ
る
高
度
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
取
り
組
み
ま
す
。

金
融
事
業
に
お
い
て
は
、
農
業
メ
イ
ン
（
担

い
手
）
強
化
先
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捕
捉
し
、

よ
り
専
門
的
か
つ
高
度
な
農
業
金
融
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
、
相
談
対
応
を
行
う
た
め
、
営
農

経
済
事
業
部
門
と
連
携
し
た
情
報
収
集
、
資

金
相
談
体
制
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
生
活
メ
イ
ン
バ
ン
ク
機
能
の
強
化
と
し

て
正
組
合
員
・
生
活
利
用
者
お
よ
び
次
世
代

へ
の
取
引
拡
充
に
努
め
ま
す
。

共
済
事
業
に
お
い
て
は
、
3
Ｑ
訪
問
活
動

の
完
全
実
施
と
既
契
約
者
の
保
障
継
続
や

ニ
ュ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の
総
合
保
障
の
提
供

を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

普
及
部

１
．�

農
業
メ
イ
ン
強
化
先
訪
問
に
よ
る
情

報
収
集
と
提
案
活
動

２
．�

３
Ｑ
訪
問
活
動
の
継
続
実
践
、低
保
障
、

未
保
障
の
解
消

３
．�

利
用
者
拡
大
に
向
け
た
取
引
の
質
を

重
視
し
た
セ
ッ
ト
推
進
の
展
開

４
．�

渉
外
担
当
者
の
専
任
化
に
よ
る
利
用

者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
専
門
性
向
上

業
務
部

１
．�

農
業
資
金
等
の
見
直
し
に
よ
る
商
品

力
の
拡
充

２
．�

出
納
業
務
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
効
率
化
等

に
よ
る
収
益
力
向
上
に
向
け
た
経
営

管
理
の
強
化

３
．�

金
融
円
滑
化
の
取
り
組
み
と
利
用
者

へ
の
説
明
・
苦
情
相
談
機
能
の
強
化

４
．�

共
済
掛
金
の
自
動
振
替
促
進
に
よ
る

収
納
事
務
の
効
率
化

第
四
次
中
期
経
営
計
画
の
第
２
年
度
目
に

あ
た
り
農
業
、
組
織
、
地
域
、
Ｊ
Ａ
の
４
づ
く

り
運
動
の
進
捗
検
証
と
年
度
計
画
に
基
づ
い

て
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
東
日
本

大
震
災
の
復
旧
・
復
興
を
確
実
な
も
の
に
し
、

地
域
農
業
の
再
興
と
Ｊ
Ａ
へ
の
参
加
と
利
用

に
つ
い
て
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
の
組
織
結
集
と
活
性
化
さ
ら
に
担
い

手
、
次
世
代
の
Ｊ
Ａ
へ
の
結
集
方
策
と
し
て
も

期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
、
総
合
ポ
イ
ン
ト
制
度

に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
の
機
能
強
化
を
図
る
た
め
㈱

加
工
連
、
㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
仙
南
サ
ー
ビ
ス
を
設

立
し
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
過
度

な
経
済
競
争
の
中
で
協
同
組
合
の
理
念
の
希

薄
化
や
共
通
事
業
管
理
費
の
重
複
な
ど
の
課

題
が
出
て
き
て
お
り
、
協
同
会
社
と
し
て
機

能
・
役
割
を
整
理
し
、
組
合
員
の
目
線
に
立
っ

た
子
会
社
の
再
構
築
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

総
務
部

１
．�

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
施
設
の
復

旧
・
復
興

２
．�

組
合
員
の
加
入
促
進

３
．�

地
区
事
業
本
部
と
の
連
携
に
よ
る
組

織
活
動
の
活
性
化

４
．�

く
ら
し
の
活
動
の
実
践
に
よ
る
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
の
機
能
発
揮

５
．�

人
材
育
成
と
健
康
で
活
力
あ
る
職
場

づ
く
り

経
営
企
画
室

１
．�

巨
大
災
害
時
の
リ
ス
ク
軽
減
と
早
期

復
旧
・
復
興
へ
の
対
応

２
．�

不
祥
事
未
然
防
止
及
び
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
経
営
の
継
続
実
践

３
．�

経
営
管
理
手
法
の
再
構
築
と
高
度
化

４
．�

Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
グ
ル
ー
プ
の
総
合

性
発
揮
と
健
全
経
営
へ
の
対
応

金
融
共
済
事
業
本
部

管

理

本

部

業
務
監
査
室

１�

．
法
令
遵
守
の
検
証
に
よ
る
内
部
監

査
の
品
質
の
向
上

２�

．
内
部
統
制
報
告
書
の
作
成
に
向
け

た
有
効
性
評
価
の
継
続
と
検
証

３�

．
子
会
社
監
査
担
当
部
門
と
連
携
し

た
内
部
監
査
の
実
施

４�

．
Ｊ
Ａ
監
事
、
Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構

と
の
連
携
に
よ
る
内
部
監
査
の
充
実

♦
重
点
目
標
♦

１
．�

利
用
者
満
足
度
の
向
上
と
働
き

が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り

２
．�

農
業
資
金
の
拡
充
と
機
能
強
化

３
．�

金
融
共
済
事
業
体
制
の
構
築

４
．�

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
と

人
材
育
成

♦
重
点
目
標
♦

１
．
第
四
次
営
農
Ｖ
プ
ラ
ン
の
実
践

２
．�

放
射
能
汚
染
へ
の
取
り
組
み
と

損
害
賠
償
対
策

３
．�

生
協
と
の
産
直
運
動
取
り
組
み

の
構
築
・
更
な
る
展
開

４
．�

農
政
対
策
（
戸
別
所
得
補
償
制

度
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
・
米
の
需
給

調
整
等)

５
．�

Ｊ
Ａ
ら
し
い
事
業
展
開
と
子
会

社
と
の
一
体
化
（
Ｊ
Ａ
づ
く
り
）

♦
重
点
目
標
♦

１
．�

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
実
効
あ

る
復
旧
・
復
興

２
．�

総
合
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
検
討

３
．�

地
域
集
落
に
お
け
る
Ｊ
Ａ
機
能

の
発
揮

４
．�

第
四
次
中
期
経
営
計
画
の
反
省

と
実
行

５
．�

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
機
能
発
揮

05

【全体運】�ゆったり過ごせそう。縁の下の力持ち的な役割でも笑顔でこなせば、人気運アップへ。面倒見の良さを発
揮して

【健康運】栄養バランスと適度な運動が好調の鍵　【幸運を呼ぶ食べ物】サヨリ
牡羊座	3.21-4.19

基
本
方
針

『
今
こ
そ
協
同
の
力
で
』

　
〜
地
域
に
頼
ら
れ
る
農
協
を
め
ざ
し
て
〜

平
成
₂₄
年
度
は
、『
今
こ
そ
協
同
の
力
で
』

を
基
本
方
針
に
、
第
四
次
中
期
経
営
計
画
の

第
２
年
度
目
の
４
づ
く
り
運
動
に
取
り
組
み
、

﹃
地
域
に
頼
ら
れ
る
農
協
を
め
ざ
し
て
﹄
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

先
ず
、
平
成
₂₃
年
３
月
₁₁
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
一
刻
も
早
い
復
旧
・

復
興
に
向
け
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
全
力
を

挙
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。
と
り
わ
け
、
原
発

事
故
を
要
因
と
す
る
放
射
性
物
質
の
飛
散
、

放
射
能
汚
染
の
問
題
に
つ
い
て
は
、﹁
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
宮
城
東
京
電
力
原
発
事
故
農
畜
産
物

災
害
賠
償
対
策
宮
城
県
協
議
会
﹂
を
核
と
し

て
、
組
織
的
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
農
畜
産
物
の
安
全
検
査
及
び
流
通
管

理
体
制
の
確
立
、
わ
ら
、
堆
肥
等
の
処
理
・

処
分
等
に
係
る
関
連
対
策
に
つ
い
て
は
、
国

及
び
行
政
の
責
任
あ
る
施
策
の
要
請
と
、
次

期
の
作
付
対
応
や
健
康
被
害
防
止
を
含
め
、

必
要
な
措
置
・
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

第
二
に
、
低
コ
ス
ト
化
、
高
付
加
価
値
化
、

農
業
の
多
角
化
等
を
目
指
し
て
、
７
地
区
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
農
業
の

振
興
と
販
売
力
の
強
化
等
Ｊ
Ａ
の
事
業
を
確

立
し
、
農
業
生
産
額
と
農
家
所
得
の
増
大
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
実
施
し
た
﹁
農
地

及
び
農
地
の
貸
借
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
﹂

の
結
果
を
踏
ま
え
、
農
地
利
用
の
調
整
と
集

落
営
農
組
織
・
担
い
手
経
営
体
の
モ
デ
ル
創

設
に
向
け
て
具
体
的
検
討
等
の
『
農
業
づ
く

り
』
に
取
り
組
み
ま
す
。

第
三
に
、
正
組
合
員
の
一
戸
複
数
化
と
准

組
合
員
加
入
促
進
、
青
年
部
・
女
性
部
の
活

動
支
援
と
Ｊ
Ａ
事
業
や
運
営
に
参
加
す
る
機

会
を
増
大
さ
せ
、
次
世
代
対
策
の
充
実
強
化

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
み
ら
い
を
担
う
子
供

た
ち
へ
の
食
農
教
育
や
子
育
て
支
援
等
を
通

し
て
『
組
織
づ
く
り
』
に
取
り
組
み
ま
す
。

平
成
₂₄
年
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定

で
あ
り
ま
し
た
総
合
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
つ
い

て
は
、
地
域
農
業
の
復
旧
・
復
興
を
最
優
先

す
る
こ
と
か
ら
、
当
面
の
間
見
合
わ
せ
る
こ

と
と
い
た
し
ま
す
が
、
引
き
続
き
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

第
四
に
、
集
落
や
町
内
会
な
ど
の
機
能
弱

体
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
も
の
の
、
東
日
本
大

震
災
で
あ
ら
た
め
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

が
評
価
さ
れ
見
直
し
さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
組

織
は
組
合
員
で
あ
り
、
地
域
住
民
で
あ
る
と

い
う
共
通
性
を
再
認
識
し
、
行
政
機
能
と
相

互
に
連
携
・
分
担
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
や

集
落
の
諸
活
動
を
更
に
強
化
、
支
援
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
課
題
解
決
や
戸
別
所
得
補
償
制
度
等
の
事

業
推
進
に
お
い
て
も
、
行
政
等
他
団
体
と
連

携
を
強
化
し
て
地
域
振
興
を
図
る
等
の
『
地

域
づ
く
り
』
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

第
五
に
、
Ｊ
Ａ
で
は
目
ま
ぐ
る
し
い
経
済

環
境
へ
の
柔
軟
な
対
応
を
目
的
に
、
㈱
加
工

連
、
㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
仙
南
サ
ー
ビ
ス
の
子
会

社
を
設
立
し
て
、
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
グ
ル
ー

プ
の
安
定
し
た
経
営
の
確
立
に
向
け
施
策
を

と
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
Ｊ
Ａ
の

理
念
、
グ
ル
ー
プ
間
に
お
け
る
関
係
の
希
薄

化
や
、
共
通
事
業
管
理
費
な
ど
の
新
た
な
課

題
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

組
合
員
・
利
用
者
に
対
し
、
十
分
な
機
能
・

サ
ー
ビ
ス
及
び
活
動
の
場
を
提
供
す
る
た
め

に
、
子
会
社
を
含
め
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
グ
ル
ー

プ
一
体
と
な
っ
た
経
営
に
つ
い
て
検
討
す
る

等
の
﹃
Ｊ
Ａ
づ
く
り
』
に
取
り
組
み
ま
す
。

第
四
次
中
期
経
営
計
画
に
基
づ
く
、
仙
南

地
域
農
業
振
興
計
画
（
第
四
次
営
農
Ｖ
プ
ラ

ン
）
実
践
の
第
２
年
度
目
で
あ
り
ま
す
。

前
年
度
は
、
地
域
毎
の
き
め
細
か
い
営
農

指
導
の
定
着
と
組
織
機
能
の
発
揮
を
目
指
し

た
も
の
の
、
東
日
本
大
震
災
及
び
そ
の
後
の

放
射
能
問
題
か
ら
の
応
急
措
置
的
対
応
に
終

始
し
ま
し
た
。

新
た
に
、
今
年
度
は
東
西
営
農
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
と
し
て
生
産
部
会
及
び
担
い
手
（
Ｔ

Ａ
Ｃ
）
を
中
心
に
据
え
市
町
を
巻
き
込
ん
だ

販
売
戦
略
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
基
づ
い
た
計
画
生
産
と
多
様
な

販
売
を
目
途
に
、
放
射
能
問
題
（
セ
シ
ウ
ム
）

か
ら
の
一
日
も
早
い
脱
脚
を
図
り
ま
す
。

一
方
、
米
の
需
要
減
退
は
続
く
も
の
の
価

格
は
上
昇
基
調
に
あ
り
実
需
者
と
の
信
頼
・

連
携
を
基
本
に
環
境
保
全
米
へ
の
作
付
誘
導

を
図
り
、
生
産
物
の
安
全
・
安
心
シ
ス
テ
ム

の
徹
底
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
食
の
安
全
と
農
業
が
持
つ
多
面
的

機
能
の
重
要
性
を
啓
蒙
し
つ
つ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問

題
に
つ
い
て
は
組
織
を
あ
げ
て
断
固
阻
止
を

貫
き
ま
す
。

ＪＡみやぎ仙南 平成24年度

基本方針（案）・事業方針（案）

基
本
方
針︵
案
︶

（第14回通常総代会提出議案）

♦
基
本
目
標
♦

＂
全
体
目
標
＂

﹃
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
﹄

＂
農
業
づ
く
り
＂

﹃
７
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
農
業
の
振
興
と
Ｊ
Ａ
事
業
確
立
﹄

＂
組
織
づ
く
り
＂

﹃
次
世
代
対
策
の
充
実
強
化
﹄

＂
地
域
づ
く
り
＂

﹃
行
政
等
他
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
地
域

の
振
興
﹄

＂
Ｊ
Ａ
づ
く
り
＂

﹃
子
会
社
の
再
構
築
﹄

営
農
経
済
事
業
本
部

事
業
方
針︵
案
︶
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蟹　座	6.22-7.22
【全体運】�行動力が増している月。ペンディングになっていた事柄がうれしい展開を見せる気配も。海外に興味を持

つのも吉�
【健康運】おおむね良好。体質に合う食品を探してみて　【幸運を呼ぶ食べ物】フキノトウ

～仙南地域和牛品評会開催～

良質な和牛育成に
向けて

仙南地域畜産振興協議会とみやぎ仙南農協和牛改良組合協議会は１月27日、大河原町の全農宮城県本部仙
南畜産事業所特設会場で、良質な和牛育成への更なる技術向上を目的に仙南地域和牛品評会を開催しました。
当日は、仙南地域の和牛改良組合員ら総勢約130名が参加し、月齢別の４部門に分けて審査を実施し、全

20頭の中から各部門賞ごとに入賞が決定し、表彰を受けました。
品評会後には、第10回全国和牛能力共進会（長崎県大会）指導員・調教師の菅原邦彦氏を迎え、和牛の管
理調教についてブラッシングや毛刈りなどの基本的な牛の手入れ指導があり、参加者は今後の良質な和牛育成
に向けて、実際に供試牛に手をかけるなど熱心に聞き入っている様子でした。

～平成23年度ＪＡみやぎ仙南角田梨部会総会～

これからも
美味しい梨づくりを

ＪＡみやぎ仙南角田梨部会は１月27日、角田市のふれあいセンターで、平成23年度総会を開催し、事
業報告並びに収支決算書承認を含む４つの議案を審議し、原案通り可決されました。
当日は、同部会員・来賓を含む19名が出席し、髙橋勝久部会長は「大震災・風評被害等で大変な年と
なったが、部会員皆さん一人ひとりの頑張りによって品質低下も招くことなく、平年を上回る収量・出
荷ができました。次年度も安全・安心を合言葉に部会一丸となって取り組んでいきたい。」と意気込みを
話していました。

07

【全体運】�思うようにならない出来事が多い時期。イライラせず、柔軟性を発揮して。気晴らしには盆栽やガーデニ
ングを

【健康運】無理をせず、規則正しい生活を心掛けて　【幸運を呼ぶ食べ物】ナバナ
双子座	5.21-6.21

～ＪＡ健康寿命100歳プロジェクト～

健康寿命創造に向けた
体操メニューの開発を

～春夏野菜栽培講習会～

利便性の向上に
努めて施設活性化へ

ＪＡみやぎ仙南女性部柴田地区は1月20日、仙台大学で、ＪＡ宮城中央会が推進している「ＪＡ健康
寿命100歳プロジェクト」の一環として、農業従事者向けの健康体操開発にあたって、同会から依頼を
受け開発中の新体力テストに取り組みました。
当日は、同地区女性部員23名が参加し、現在開発中の65歳から79歳を想定した６項目（上体起こし・

長座体前屈など）のプログラムに取り組みました。同会では、今回完成する農業従事者向けの健康体操
をプロジェクトに取り組み活動を展開していきます。

蔵王産直会は１月31日、蔵王地区事業本部で、産直会員を対象に冬期間にパイプハウスを活用した作付け方法
などを学習する春夏野菜栽培講習会を開催しました。
当日は、同会員16名が参加。瀬峰研究農場の早坂良晴氏より、「直売所向け春夏野菜の栽培技術」と題し、直
売所店内の商品が品薄となる冬期間にパイプハウスを活用した作付け方法の説明や、大河原農業改良普及セン
ターの駒井真理子氏より、「トレーサビリティについて」と題し、産直施設における農薬問題やトレーサビリティ
の意味、行政指導について説明があり、参加者は熱心に聞き入っている様子でした。
同会では、今後も加工品の取り扱いや製品開発について講習会を実施し、消費者ニーズに対応できるよう利便
性の向上に努めていきます。
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趣
味
悠
々

ペット自慢ペット自慢ペット自慢

乙女座	8.23-9.22
【全体運】�極端に楽観視したり、深刻に考え過ぎたりと心理的に不安定。芸術など、美しいものを鑑賞し、気持ちを

静めて
【健康運】つぼ押しで、血行促進を図るとグッド　【幸運を呼ぶ食べ物】ニシン

蔵王町遠刈田 お父さん：満晃�さん
お母さん：可奈�さん 玉

た ま

根
ね

 晃
こ う

多
た

 くん （２歳）

働く車が大好きな晃多くんは、車や電車
はもちろん、お父さんの運転するトラクター
も大好きです。
玉根さんのお宅では牛を飼っているそう
で、いつもはお父さんの仕事を手伝ったり、
好きな働く車のDVDなどを見て過ごしてい
ます。
「ラーメンやリンゴが大好き！」と元気に
答えてくれる晃多くんに、ご家族の皆さん
は「のびのびと元気に育ってほしいですね。」
と笑顔で答えて下さいました。

リーフパイ ＊材料＊

❶　小麦粉を広げバターと一緒に包丁で細く切り混ぜる。
❷　�全体的に水を入れ、しっとり感を出したら１つにま

とめ布巾に包み冷やす。
❸　�めん棒で３㎜位の厚さにのばし、三つ折りたたみを

２～３度繰り返す。
❹　パイ皮を１cmの厚さで型を抜く。
❺　�型抜きした生地の片面に卵黄を塗り、グラニュー糖

の上にふせてめん棒で延ばす。
❻　�グラニュー糖のついた方を上側にして、天板に並べ

薄く色づくまで８～10分程焼けば出来上がり。

作り方

油揚げの包み揚げ

小麦粉� ・・・・・・・ 1カップ
バター� ・・・・・・・・・・ 80g
水�・・・・・・・・・・ 大さじ3

卵黄�・・・・・・・・・・・・適量
グラニュー糖�・・・・・・適量

＊材料（４〜５人分）＊

❶　油揚げを2等分にし、裏返す。
❷　�キャベツをみじん切りにし、チーズをサイコロ状に切

る。
❸　�ボールにキャベツとその他の材料を入れ、混ぜ合わせ

る。
❹　�混ぜた材料を油揚げに詰めてつまようじで止め、キツ

ネ色になるまで揚げれば出来上がり。

作り方

油揚げ� ・・・・・・・・・・５枚
キャベツ�・・・1/4個（150g）
納豆�・・・・・・・・・２パック
シーチキン� ・・・・・・・１缶

マヨネーズ� ・・・・・・・大３
切れてるチーズ　� ・・・４枚
つまようじ� ・・・ 10本程度

角田市岡 

平
ひ ら や ま

山 一
か ず

恵
え

 さん

丸森町舘矢間

大
お お な み

浪 栄
え い

子
こ

 さん

揚げたてが美味しいの
で、ご飯のおかずに最適
な一品です！

ワンポイントアドバイス

子どもでも簡単に作れま
すのでぜひお試し下さ
い！

ワンポイントアドバイス
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趣
味
悠
々

ペット自慢ペット自慢ペット自慢

【全体運】�ネガティブな発想をしやすいかも。意識してプラス方向に考えるようにして。気分転換にはヨガや気功が
効果的

【健康運】暴飲暴食に気を付けること。ほどほどに　【幸運を呼ぶ食べ物】タイ
獅子座	7.23-8.22

技
術
を
活
か
し
て
趣
味
へ

柴
田
町
船
岡 

鈴す

ず

木き 

キ
ヨ
子こ

 

さ
ん

白
石
市
大
鷹
沢	

佐さ

藤と
う 

武た
け

次じ 

さ
ん

久く

美み

子こ 

さ
ん

（59歳）（67歳）

今
年
で
結
婚
40
年
目
を
迎
え
る
佐

藤
さ
ん
ご
夫
婦
は
、
お
互
い
に
﹃
絆
﹄

を
大
切
に
し
て
こ
れ
ま
で
様
々
な
困

難
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

お
二
人
は
「
健
康
第
一
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
特
に
食
生
活
に
気
を
配
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。「
妻
の
美
味
し
い
手

料
理
が
健
康
の
秘
訣
で
す
ね
。」
と
笑

顔
で
話
す
武
次
さ
ん
。

「
今
で
は
、
た
ま
に
遊
び
に
く
る
孫

の
成
長
を
日
々
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。」「
今
年
も
、
地
区
の
皆
様
と
一
緒

に
旅
行
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。」
と

お
二
人
が
笑
顔
で
答
え
て
下
さ
い
ま

し
た
。

村
田
町
足
立 

渋し

ぶ

ぐ

ち口 

大だ

い

ぞ

う蔵
さ
ん
宅
の

渋
口 

ま
る
ち
ゃ
ん 

♀
（
8
歳
）

ま
る
ち
ゃ
ん
は
、
知
人
か
ら
譲
り
受
け
た

の
を
き
っ
か
け
に
動
物
好
き
の
渋
口
さ
ん
宅

の
一
員
と
な
り
ま
し
た
。

今
で
は
、
子
犬
の
お
母
さ
ん
に
な
っ
た
ま

る
ち
ゃ
ん
。
子
犬
の
お
世
話
は
も
ち
ろ
ん
、

特
に
お
散
歩
が
大
好
き
で
、
ご
家
族
の
方
と

一
緒
に
散
歩
に
行
く
と
と
て
も
喜
ぶ
そ
う
で

す
。足

の
毛
並
み
が
ま
る
で
白
い
靴
下
の
よ
う

に
見
え
る
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
ま
る
ち
ゃ
ん
で

し
た
。

これまで50年程、洋裁業を営んでこられた鈴木さんは、10年程前か
ら古くなった着物を再利用して、和洋を組み合わせたリメイク洋服作
りに取り組んでいます。
その傍らで、今では余った着物の生地を使って絵を作られているそ

うで、月に一度先生に習い、着物の色や柄を上手く組み合わせながら
果物や野菜、干支の動物など鮮やかな作品に仕上げています。
鈴木さんは「いろいろなことに活用できる着物に魅了されています

よ！これからも楽しんで取り組んでいきたいですね。」と笑顔で話し
て下さいました。

かわいい
ペット
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【全体運】�レジャー運が活性化。親しい人たちと楽しく、にぎやかに過ごせば、英気を養えます。スポーツを楽しむ
のも幸運

【健康運】同じ姿勢を続けず、小まめに動いてみて　【幸運を呼ぶ食べ物】クッキー
蠍　座	10.24-11.22

【越冬野菜 春先の管理について】
≪タマネギ≫
１：追肥 

追肥は３月下旬までに２回程度に分けて条間に施用します。（追肥は化成肥料で１a当たり３～400g程度と
します。）生育後期になってからの遅い追肥は貯蔵中に腐敗球が発生する原因となりますので適期作業を行い
ましょう。 
２：病害防除 

冬から春先にかけて温暖多雨になると、べと病、灰色かび病などが発生しやすくなります。２月下旬～３月
に越年罹病株（全身感染症状）は抜き取ります。さらに薬剤による防除を行いましょう。なお、防除にあたっ
ては、薬液が付着しにくいので、展着剤を加用して下さい。   

◆アミスター20フロアブル（2000倍・収穫前日まで）
◆ジマンダイセン（400～600倍・収穫３日前まで）
◆ダコニール1000（1000倍・収穫７日前まで）
３ ：除草 

雑草が多いと、タマネギの収量に大きく影響します。手取り
除草ができない場合は除草剤で抑えることができます。 
◆ゴーゴーサン乳剤30（１年生雑草／収穫60日前まで）

≪ソラマメ≫
１：追肥、中耕培土 

３月下旬に中耕培土・追肥（燐硝安加里Ｓ604号で１ａ当たり１～1.5ｋｇ程度）作業を行います。同様に
４月中旬頃（開花直前期）に２回目の追肥及び中耕培土を行います。 

※ 開花期となる４月下旬頃から少雨のために圃場が乾燥しやすい状況になります。土壌が乾燥すると着莢率
及び莢重量の低下に影響がありますので極端に乾燥する場合は、うね間かん水等の対策を実施しましょう。

２：誘引・整枝
倒伏、擦れによる品質低下及び病害の蔓延防止や防除作業の効率化のために誘引します。また、茎数を８～

10本に整理しましょう。
３：病害虫防除　≪主な病害虫：アブラムシ、赤色斑点病、さび病≫

アブラムシ（アドマイヤーフロアブル・アディオン乳剤・スミチオン乳剤・エルサン乳剤）
赤色斑点病（クプラビットホルテ・ビスダイセン水和剤・ロブラール水和剤）
さび病（ジマンダイセン水和剤・バイレトン水和剤５）
※めぐみ野産直野菜に使用する農薬については、各営農センターに問い合わせ下さい。
※ 農薬を使用する場合、ラベルに記載している「作物名」「適用病害虫」「希釈倍数」「使用時期」などを確

認してから使用して下さい！
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園芸担当

山本�正人

園
芸 お問合せ

営農販売企画課
TEL：0224-55-1661

黄 色 で 湾 曲 し、
白色ー灰白色の
すす状のカビが
発生する。

（べと病越年種病株）

【全体運】�神経質になってしまう傾向あり。細部にこだわらず、どっしり腰を据えてみて。伝統芸能を鑑賞するのも
大賛成

【健康運】気温変化が激しいため、体調管理が必須　【幸運を呼ぶ食べ物】キウイ
天秤座	9.23-10.23

【水稲育苗の注意点】…田植え時期に合わせた適期播種の実施、温度管理に注意しましょう。
①水づけ（図１参照）
ササニシキ・みやこがねもち等は、積算温度100℃を目安とし、ひとめぼれ・まなむす
め・コシヒカリ・つや姫等の充分な吸水が必要な品種は、120℃の積算温度を確保して下
さい。
積算温度120℃は、水温10℃の水に12日間で確保されますが、低水温で長い時間浸漬し
た方が芽の揃いが良くなります。
水漬けは、最初の３日間は水を交換せずに消毒効果を助長させ、その後２日に１回水を
交換しましょう。

水の交換が不十分な場合、酸素欠乏による障害のほか、水槽の上下温度格差による下の籾の吸水不足など
により、出芽不揃いの原因になりますので、十分注意しましょう。

②種子消毒（図２参照）
ばか苗病・もみ枯細菌病・いもち病・苗立枯病等の防除については、微生物農薬
の「タフブロック200倍液で24時間浸漬処理」を行って下さい。その際の浸種温度
は10℃以上を目安として下さい。また、農薬ラベル等の記載事項の確認も重要とな
ります。
③催　　芽（図３参照）
ハト胸程度とし、伸ばしすぎないようにしましょう。
催芽温度は、28℃で24時間を目安とし、籾枯細菌病予防のためにも30℃以上に
絶対しないよう心がけましょう。
また、ハト胸催芽機のサーモの不備や、ハウス内での直射日光による高温障害も
一部見受けられますので、再度催芽温度を確認し良いハト胸に仕上げましょう。

【麦の管理】…麦踏みと追肥の実施
２月上旬現在、麦の生育は播種後の気温が高かった為、出芽状態は概ね良好となっております。
一部の圃場にて播種深が深かったことから、茎数がやや少ない状況も見られました。
昨年12月～２月は気温の低い日が多かった事や積雪の影響で生育は停滞しておりますが、今後の生育調整のため
にも生育に応じた麦踏みを実施し、徒長・早立ちを防ぎ、分げつの増加を図りましょう。
≪大麦≫
・幼穂形成期（３月上旬頃　窒素成分で２～2.5kg程度/10a）
この時期の追肥は穂数の増加（収量の増加）に効果があります。生育に応じ適期に実施しましょう。
追肥後は穂数の増加により細麦の発生が懸念されます。４月中旬頃の減数分裂期の追肥も合わせて行いましょう。
茎数が確保されている場合は控え、減数分裂期に追肥を実施して下さい。

≪小麦≫
・幼穂形成期（３月中・下旬頃　窒素成分で２～2.5kg程度/10a）
幼穂形成期（幼穂長１ミリ）は、最初の追肥時期になります。穂数（収量）の増加に効果があります。
生育に応じ適期に実施しましょう。

図１

図２

図３ ハトムネ程度で均一に
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米穀担当

加藤�博之

米
穀 お問合せ

営農販売企画課
TEL：0224-55-1661



【全体運】�好奇心を刺激され、さまざまなジャンルに興味を抱きそう。やってみたいことについて情報収集を。メー
ル交換も吉

【健康運】スポーツの腕が上達しやすく、体調良好　【幸運を呼ぶ食べ物】ヒジキ
山羊座	12.22-1.19

13

【全体運】�感情的になりやすいよう。深呼吸で気持ちをリラックスさせて。自分だけの楽しみを満喫すると良い気晴
らしに

【健康運】鏡の前で笑顔をつくれば、体調に好影響大　【幸運を呼ぶ食べ物】アサリ
射手座	11.23-12.21

ＪＡみやぎ仙南　地域開発センター
ＴＥＬ：０２２４–５５–１５４５

お問い合わせ

駐車場利用者募集中！駐車場利用者募集中！駐車場利用者募集中！駐車場利用者募集中！駐車場利用者募集中！駐車場利用者募集中！駐車場利用者募集中！駐車場利用者募集中！駐車場利用者募集中！駐車場利用者募集中！駐車場利用者募集中！駐車場利用者募集中！
駐車場再整備、平成24年1月より受付中　船岡駅前月極契約駐車場（柴田町船岡中央一丁目9–2）

※先着順です。無くなり次第、予告なく終了させて
　いただきますのであらかじめご了承ください。

※保証金は解約した際に、返戻いたします。

空き駐車台数　37台

駐車料金　月額５,５００円

※保証金は解約した際に、返戻いたします。

保証金　11,０００円
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おたより紹介コーナー

二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

①1秒間に地球を7周半する速さです
③小さな二枚貝　──チョウというチョウもい

ます
⑤東大寺や薬師寺があります
⑥もりやざるを食べた後に飲みます
⑦十分に楽しむこと
⑨力士が土俵にまきます
⑪ツクシはこれの子だと歌われます
⑬お金を借りると付くこともあります
⑮訪ねた家の玄関先で鳴らします
⑰与党と角突き合わせることが多い
⑲改札やホームがあります
⑳胸をたたく動作をする大きなサル
㉑人が住んでいない住居

魚　座	2.19-3.20
【全体運】�何事にも果敢に挑戦したい幸運期。未体験のジャンルにも積極的に取り組んで。自己投資もラッキーな結

果に
【健康運】疲労をため込まずに、適度な気晴らしを　【幸運を呼ぶ食べ物】ズワイガニ

「まちがいさがし」「クロスワードパズル」のどちらか１問
お好きな方を選んで答えをお送りください。

正解者の中から抽選で10名様に「ごはんぢゃワングッズ」をプレゼント！

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ コ の カ ギ
①3月3日に行います
②水道の蛇口のこと
③桃太郎のおじいさんが刈りに行ったもの
④ポリエチレンは合成──の一種
⑥母校を巣立ちます
⑧魚偏に喜と書く魚
⑩気分がコロコロと変わる人
⑫カー──に目的地を入力する
⑭ネタを載せます
⑯企業が追求するもの
⑱竹林に似合う猛獣

宛　　先

応募方法
官製はがきに「まちがいさがし」、または「クロスワードパズル」の答え、住所、氏名、年
齢、電話番号、ＪＡへのご意見、ご要望、身近な話題等をご記入の上ご応募下さい。
※ 皆様よりご記入いただいた個人情報は、「おたより紹介コーナー」でのご紹介、当選

者への商品発送のみ使用させていただきます。

〒989-1622 宮城県柴田郡柴田町西船迫一丁目10番地の3
JAみやぎ仙南　総務部　広報係行

1 月号の答え

「1、2、8、10、11」「カガミモチ」

A

B

C

D

E

クロスワードパズルクロスワードパズルクロスワードパズルクロスワードパズル

まちがいさがしまちがいさがしまちがいさがしまちがいさがし

クロスワードパズルクロスワードパズルクロスワードパズルクロスワードパズル

まちがいさがしまちがいさがしまちがいさがしまちがいさがし

１月号の当選者
おめでとうございます

応募総数139通
「ごはんぢゃワングッズ」

★水戸　美佳さん（柴田町下名生）
★佐藤　淑子さん（大河原町旭町）
★布田八重子さん（村田町小泉）
★吉田富太郎さん（川崎町前川）
★山家　正好さん（蔵王町円田）
★平間　文江さん（白石市福岡）
★今野　聖香さん（七ヶ宿町湯原）
★木戸　悠貴さん（角田市神次郎）
★氏家スエ子さん（角田市藤田）
★中村　富男さん（丸森町大張）

出題・イラスト●酒井栄子

右のイラストには左のイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。

出題●ニコリ

締切
３月22日㈭

広報誌５月号にて発表します。

消印
有効
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おたより紹介コーナー
こちらのコーナーでは、１月号で皆様からご応募頂きましたお便りを抜粋してご紹介させて
いただきます。

【全体運】�ゆったり過ごせる期間です。趣味や習い事など、好きなことに時間を費やしてみて。美術館に足を運ぶの
も◎

【健康運】ストレッチなどで柔軟性をアップさせて　【幸運を呼ぶ食べ物】ワラビ
水瓶座	1.20-2.18

︻
自
家
製
の
味
︼

凍
み
大
根
と
凍
み
豆
腐
作
り
を

し
て
い
ま
す
。
去
年
か
ら
作
り
始

め
て
い
ま
す
が
、
煮
物
や
味
噌
汁

に
入
れ
て
食
べ
る
と
、
と
て
も
美

味
し
い
で
す
よ
。
お
日
様
の
香
り

が
し
て
私
は
大
好
き
で
す
。
こ
れ

ぞ
自
家
製
っ
て
感
じ
で
す
ね
。

大
泉 

か
ず
え
さ
ん
（
柴
田
町
槻
木
）

●編 

　
自
分
で
工
夫
し
て
作
る
と
苦
労

し
た
分
美
味
し
さ
も
倍
で
す
ね
！ 

美
味
し
い
食
材
は
料
理
の
幅
も
広

が
り
ま
す
ね
。

︻
優
し
さ
︼

我
が
家
の
犬
は
、
毎
日
自
分
の

ご
飯
を
ス
ズ
メ
に
分
け
与
え
て
い

ま
す
。
お
か
げ
で
ス
ズ
メ
は
ま
る

ま
る
太
っ
て
い
ま
す
よ
！ 
愛
犬
は

毛
が
長
い
の
で
太
っ
て
見
え
ま
す

が
、
実
は
痩
せ
て
い
ま
す
。
ス
ズ

メ
に
ご
飯
を
あ
げ
て
い
る
か
ら
で

し
ょ
う
か
ね
。

佐
山 

祐
子
さ
ん
（
村
田
町
村
田
）

●編 

　
佐
山
さ
ん
宅
の
ワ
ン
ち
ゃ
ん
は

と
て
も
優
し
い
ん
で
す
ね
！ 

ス

ズ
メ
に
あ
げ
て
い
る
分
、
ワ
ン

ち
ゃ
ん
に
も
い
っ
ぱ
い
ご
飯
を
食

べ
さ
せ
て
あ
げ
て
下
さ
い
ね
。

︻
メ
ロ
メ
ロ
︼

妹
の
子
供
が
３
月
で
１
歳
に
な

り
ま
す
。
初
め
て
の
姪
な
の
で
可

愛
く
て
メ
ロ
メ
ロ
で
す
！ 

タ
オ
ル

を
渡
す
と
﹁
い
な
い
い
な
い
ば
ぁ
﹂

を
し
て
く
れ
る
愛
ら
し
さ
に
癒
さ

れ
て
い
ま
す
。

前
野 

豊
明
さ
ん
（
蔵
王
町
宮
）

●編 

　
元
気
な
姿
を
見
て
い
る
と
周
り

も
明
る
く
な
り
ま
す
よ
ね
！ 

今

後
の
成
長
が
ま
す
ま
す
楽
し
み
に

な
り
ま
す
ね
。

︻
納
豆
で
元
気
に
︼

我
が
家
の
朝
食
に
は
必
ず
納
豆

を
食
べ
ま
す
。
納
豆
に
梅
干
し
、

す
り
ご
ま
、
岩
の
り
、
き
ざ
み
ネ

ギ
、
半
熟
卵
を
入
れ
て
熱
い
ご
飯

に
か
け
て
食
べ
れ
ば
１
日
元
気
に

ス
タ
ー
ト
で
す
！

鈴
木 

捷
弘
さ
ん
（
角
田
市
角
田
）

●編 

　
食
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
が
何
よ
り

重
要
な
鍵
で
す
ね
！ 

鈴
木
さ
ん

の
納
豆
ご
飯
ぜ
ひ
試
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

︻
今
か
ら
楽
し
み
に
︼

先
日
、
も
う
す
ぐ
４
歳
に
な
る

孫
か
ら
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
上

手
に
お
話
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、

電
話
口
で
は
保
育
園
で
覚
え
た
歌

も
歌
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
会

う
の
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

西
沢 
章
江
さ
ん
（
角
田
市
角
田
）

●編 

　
子
供
の
成
長
の
早
さ
に
は
驚
か

さ
れ
ま
す
よ
ね
。
会
う
度
に
大
き

く
成
長
し
て
い
る
と
な
ん
だ
か
嬉

し
い
気
持
ち
に
な
り
す
ね
。

︻
久
し
ぶ
り
に
︼

お
正
月
に
一
番
仲
の
良
い
親
友

と
会
い
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
で
し

た
が
、
落
着
き
安
心
し
ま
す
ね
。

何
気
な
い
話
ば
か
り
で
し
た
が
、

心
か
ら
楽
し
い
と
思
え
る
大
切
な

時
間
で
し
た
。

佐
藤 

心
桜
さ
ん
（
角
田
市
岡
）

●編 

　
久
し
ぶ
り
に
会
う
と
、
何
気
な

い
話
題
で
も
盛
り
上
が
っ
て
し
ま

う
の
で
不
思
議
で
す
よ
ね
。

︻
夢
中
で
︼

小
さ
な
子
供
は
絵
に
興
味
が
あ

る
よ
う
で
す
ね
。
間
違
い
探
し
で

簡
単
な
説
明
を
し
て
あ
げ
る
と
﹁
ほ

ら
ほ
ら
こ
こ
が
違
う
よ
！
﹂
と
小

さ
な
指
で
教
え
て
く
れ
ま
す
。
子

供
の
目
は
絵
に
夢
中
で
一
緒
に
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

二
瓶 

節
子
さ
ん
（
角
田
市
尾
山
）

●編 

　
大
人
よ
り
先
に
早
く
解
答
を
見

つ
け
て
し
ま
っ
た
り
と
、
子
供
達

の
柔
軟
さ
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
ね
。

︻
大
切
に
︼

₁₀
年
間
、
毎
年
お
正
月
に
キ
レ

イ
な
花
を
咲
か
せ
て
い
た
シ
ク
ラ

メ
ン
が
と
う
と
う
枯
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
毎
年
花
は
小
さ
く
な
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
非
常
に
残
念

で
す
。
そ
こ
で
、
２
日
の
初
売
り

で
新
た
に
シ
ク
ラ
メ
ン
の
花
を
購

入
し
ま
し
た
！ 

今
度
は
枯
ら
さ
な

い
よ
う
、
大
事
に
部
屋
に
入
れ
て

毎
日
見
て
い
ま
す
。

佐
藤 

す
げ
の
さ
ん
（
丸
森
町
大
内
）

●編 

　
お
花
の
管
理
は
と
て
も
大
変
で

す
が
、
キ
レ
イ
な
花
を
咲
か
せ
て

く
れ
た
時
に
は
、
と
て
も
嬉
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
こ
れ

か
ら
も
大
切
に
し
て
下
さ
い
。

おたより募集中！
　絵葉書・イラストや風景写真、身近な話題などを
募集していますので、どんどんご応募下さい。
【宛先】
〒989 ︲1622
　宮城県柴田郡柴田町西船迫一丁目10番地の3
　ＪＡみやぎ仙南　総務課　広報係まで
【Eメール】
　info@ja-miyagisennan.jp

︻
満
天
星
の
花
︼

森田 きみ子さん
（角田市角田）

小川 真徳さん
（角田市角田）

【ドウダンツツジ】
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こんにちはJAみやぎ仙南
村田地区事業本部
営農くらし相談課 です。

身近な相談窓口として
皆さんのお力になれるよう
取り組んでおります。

ほっと通信
川崎地区青年部が看板コンクールで全国入賞！

前月号でご紹介させていただきました「ＪＡ青年部 平成23年度手作り看板コンクール」において、
当ＪＡより柴田・川崎地区が県代表として全国大会に進出し、１月末の審査会の結果、川崎地区が
見事「JA全中賞」に入賞し、２月14日・15日に開催された第58回ＪＡ全国青年大会にて表彰さ
れました。

当ＪＡ青年部では、今後も手作り看板を通じて農業や食の大切さを広くＰＲし、共感できる看板
作りに取り組んでいきます。

～ＪＡみやぎ仙南苦情処理ホットライン～
組合員をはじめ、JA事業をご利用の皆様からのお問い合わせ電話番号です。1

フリーダイヤル

0120-697874
発行日／平成24年３月１日
発　行／みやぎ仙南農業協同組合　〒989－1622　宮城県柴田郡柴田町西船迫一丁目10番地の3
編　集／総務部　総務課　☎（0224）55－1111（代表）　℻（0224）55－1115
印　刷／ＪＡプリント

みんなの
よい食
プロジェクト

営農相談、組織活動
（農家組合・青年部・女性部・食育など）主な業務��

川崎地区青年部では、

その他にも「蔵王漬物

センター」の看板も作

成しておりますので、

お近くをお通りの際は

ぜひご覧下さい！

大宮 廣昭

佐々木 美代子

阿部 博行

橋本 光

小泉 年幸
センター長
（課長兼務）

泉 豊 大沼 吉隆


